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　The 　purpose　of　thls　research 　is　to　clarify 　the 　influence　of　Home 　Economics　educat 正on 　on
“
pleasure

of 　happy　home　around 　the　dinner　table．
”
Fifty一五ve 　articles 　on 　happy 　family　get−together　were 　ex −

tracted　from　the　home　economics 　textb  oks 　published　in　Taisho　and 　Showa 　eras （1920s　to　1930s｝．　The

results 　of 丗 e　analysis 　of　the　above 　articles 　are 　as 　follows：Many 　descriptions　of　the　conditions 　and 　func・

tions　realizing　the　happy　family　get −together 　 around 　the 　dinner　table　 were 　found　in　the　 1920s、
However，　they　ceased 　to　appear 　in　the　textbooks　from　19290nward　and 　morality 　was 　increasingly　em ・

phasized　instead　such 　as 　the　role　of　meal 　in　sound 　family　and 　how 　the　housewife　should 　be　and 　do．　It

is　interes血 g 　to　note 　that　the 　articies 　on
“happy　family　get−together　around 　the　dining　table

”
were

closely　related 　with 　the 　popularization　of 　CHABUDAI 　or 　low 　collapsible 　dining　table．　The　textbooks

published 　in　the　war 　structure 　stressed 　the　importance　of
“
happy 　family　get−together 　aro 皿 d　the　din−

ner 　tablゼ as 　if　to　supplement 　the　poor 　supply 　of　food　with 　morality ．　In　other 　words ，　the 　home 　econom −

ics　education 　was 　given　on 　a 　war 　footing．
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大正期，preced一

　1．緒　　言

　食事の 共有は家族の 重要 な 共 同行動 の
一

つ で あ る ．

こ れ まで の 実証研究に よ る と，食卓で の コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン の あ り方が 重要な鍵 を握る もの の ，家族の 食事

の 共有 が家族 関係や子 ど もの 発達に プ ラ ス の影響を及

ぼす こ とが報告されて い る （小 西 と黒川 2000；平井

と岡本 2001；川 崎 2001な ど）．

　 し か し，石毛直道 らは，家族が 1 つ の 食卓を囲み ，

楽しく会話 しなが ら食事をする ようにな っ た の は，戦

後以 降で ある こ とを，聞 き取 り調査か ら指摘 する （石

毛 と井上 1991）．食事の 場で の家族団 ら ん の 実現に は，

さまざまな要因が影響を及 ぼ し た と考えられ る ，物理

的要因 として 家族が食事に揃 う時間的余裕 個人の 膳

か らチ ャ ブ台 ・テ
ー

ブル へ の移行，家族が 集ま りやす

い 食事室な どの 空間的要因，食事内容，また ，家族揃 っ

た食事 を支える主婦の 存在があげ られ る，さらに ， 国

家の 家族 政策は，学校に お い て の 教育 とい う形 で 人 々

に普及され て い っ た，家族の 食事に 関する 領域 を含む

家事科 ・家庭科は ，教育を通 し て ，「食事は家族揃 っ

て楽 し く食べ るべ き」とい う国民の意識形成に少なか

らず影響を及 ぼ した と考え ら れ る．

　家事科教科書におけ る 「食卓で の家族団 らん」 に 関

す る は じめ て の 言説 は ，明治 22年 の 村木経策著 『家

政要旨』に み られ る （表 2001）．また ，明治期高等女

学校家事科検定教科書 の 多 くが，食事場面 で の 団 らん

に つ い て 述べ て い る．ホ
ー

ム 論に影響を受けた民主 主
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義的記述 と，家規範を強調する国家主義的記述 の 両者

が 認め ら れ た （表 1998）．

　大正期 ，工業化に ともな っ て都市 に は雇用者が増加

し，核家族化が 進 ん だ．新中間層 が ，銘々 膳に か わ っ

て，チ ャ ブ 台を 日常の 食卓と し て採用 し始め た ．チ ャ

ブ台の 普及 は ，都市生活者の あい だで は大正末頃まで

に
， 農村部 で は 1934 （昭和 9）年頃が切 り替えの ピー

ク時期 と される （石毛 と井上 1991；石毛 2005），家

族が揃 っ て も食事中の 会話が禁止 されるケ
ー

ス が多か っ

た （石毛等 1991；熊倉 1999）もの の，チ ャ ブ 台が 普

及した大正期か ら昭和前期は，戦後の 「食卓で の家族

団らん」実現期に 向けて，食事は家族揃 っ て楽 し く行

うべ きとい う家庭啓蒙が
一

般庶民 に普及 ・定着 した時

期 と考えら れ る ．小学校に も家事科が置かれ る ように

なる と と もに，高等女学校 へ の 就学率 も上昇 し，家事

科教科書に接する児童 ・生徒が急増 したの も，大正期

か ら昭和前期で あ る ．大正期か ら 昭和前期の 家事科教

科書 の 記 述 を明 ら か に す る こ と は ，家事科 ・
家庭科教

育が 「食卓で の 家族団 ら ん」実現 に 及 ぼ した影響を探

る 上 で ，重要な鍵を握る と考えられる．

　常見育男に よ る 家庭科教育の 歴 史研究以降 （常見

1959），大正か ら昭和戦前 ・戦中期 に お け る 家庭科教

育の 研究は 少な く，裁縫科に焦点 をあ て た もの が 中心

で あ る （田 中 2003 など）．明治 ・大正期高等女学校

の 家事科教科書を対象に 「時間教育」を明 らか に した

研 究 が あ る が （佐藤 2004）， 「食 卓で の 家族 団ら ん」

に 着 目 した研 究 は み られない ．

　そ こ で ，大正 か ら昭和前期にかけ て 発行 された文部

省著作の 家事科教科書に お い て ，食事場面で の 団らん

が どの ように扱われ て い たかを明らか に し，時代背景

との 関連 を探る こ とが ，本稿の 目的で ある．尚，本稿

で は ，「昭和前期」 を 昭和 2 年か ら終戦直後の 昭和 21

年まで とする．

　2．大正 か ら昭和前期の 家事科教育 と家事科教科書

　小学校の 家庭科教育は，明治期は
一

時的に家事科が

設置 さ れ たもの の ，ほ ぼ
一

貫 して 裁縫科 の み で あ っ た

が ，1911 （明治 44＞年，小学校施行規則中改正 に よ

り，高等小学校理科 の 内容に，「女　家事 の 大要」が

加 え ら れ た．週 3 時間の うち女子 の み 1時間 が 「家事」

にあ て られ るようにな り，い わゆる 「理科家事」 の 時

代 が始 まっ た．1919 （大正 8）年の 改正 で は，高等小

学校の 女児に 「随意科目又は選択科目」 として 「家事」

が課 され る ，家事は小学校の教科 として独立 し，「衣

食住 ・看護
・育児

・其他一
般 ノ 経 済等 二 関 ス ル事項」

を取 り扱 うこ と に な っ た．さ らに ，1914 （昭和 16）

年，国民学校令公付後は，裁縫科 ・家事科は芸能科の

一
教科と な り，内容 に 大 きな 変化は な い もの の

， 家事

は 「芸能科家事」と して 高等科 に お い て 裁縫 と合 わ せ

て 週 5時間があて られ るこ と と なる，

　
一

方，高等女学校 に お い て は ，1985 （明治 25）年

の高等女学校規定当初か ら，
一

貫 して 家事が課 さ れ て

い る．また，1910 （明治 43）年 の 高等女学校令 中改

正 に よ り，家政教育に重点をお い た実家高等女学校 の

設置が認め られた．1943 （昭和 18）年，高等女学校

は 5 年制が な くされ て 4 年制 とな り，実家高等女学校

は廃止 された．従 来 の 「裁縫 」「家事」は再編 され て

「家政」 と な り，「被 服」「家政」「育児」「保健」 の 4

科目 に わけて課され る こ とに な り，戦時体制化に お け

る必要性か ら，「育児」と 「保健」の 重視が 強調さ れ

た ，

　青年学校 は
，

1935 （昭和 10）年 ， 徴兵年齢前の 男

子青年に軍事訓練 を課す こ と を主 目的 に発足 した．女

子 に お い て は，こ れまで の 専 門的裁縫科を偏重 し た教

育を改め ，家事 ・裁縫は同じ教師に よ っ て ，堅実な家

庭生活を営む能力を養うこ とを 目的と して い た ．

　 1872 （明治 5）年の 学制制定後，自由発行 ，自由採

択制を経て ，長 く検定制で あっ た 教科書制度は
，

ユ904

（明治 37）年か ら，国定制が実施 されてい く．しか し，

国定教科書 の 歴 史は教科に よ る違 い が み られ，小学校

に お い て は，小 学校令中改正 に よ り，「校長の 判断で

児童 に教科書 を使用 させ な くとも良い が，使用 の 場合，

な らび に教師用は文部省著作本に 限 る」 とする 教科に

19n （明治 45）年か ら理科，1919 （大正 8）年か ら家

事が 加わ り，1914 （大正 3）年か ら理科家事教科書が

発行 された，理科家事の 児童用教科書は使用が 自由 で

あ っ た が ，毎年平 均 20万冊 以 上が発行 され て い る

（佐々 木 1993）．

　また，高等女学校家事科に お い て は，1943 （昭和

18）年まで は検定教科書が使用さ れ て お り，そ の 後文

部省著作 の み とさ れ た ．第 2 次大戦期に は
， 小学校 か

ら師範学校に 至 る まで ，教科書 は 文部省著作本 に限定

された．終戦直後に は ，戦時 中 に 製作 され た文部省著

作教科書 を応急 に修正 した，い わ ゆ る暫定教科書が作

成 され，1947 （昭和 22）年は，新た に 編纂された文

部省著作教科書が 発行 さ れ た （常見 1959 ；小 笠 原

1971；佐 々 木 1993）．
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大正 ・
昭和前期 の 家事科教科書 にお け る 「食卓 で の家族 団 らん」

　3．方　　法

　本研究が対象 と し た家事科教科書は，大正か ら昭和

18年発行 の 高等女学校向け家事科検定教科書，お よ

び文部省著作 の 家事科教科書 で あ る．

　対象 とした高等女学校向け家事科検定教科書は 表 1

の とお りで あ る ．佐 々 木享に よ る民 間 で 著作さ れ た戦

前の家事科検定教科書 リ ス トよ り，高等女学校 向け の

もの を抜 き出し，再販本を除くと 46 種 とな っ た （佐々

木 1993），こ の な か で ，日本家政 学会著 『日本 家事教

科書』（1930） の 上巻が全国 の 図書館蔵書に見出 され

なか っ た の で 対象か らはず した．また，佐 々 木に よる

リ ス トに おけ る著者 （編 者）の 「実文館編 集所 」は

「宝文館編集所」 （資料番号 31），書名 の 『総合 家事教

科書』 は 「統合家事教科書』 （資料番号 34）が正 しい

こ と が判明 した ．表の 中の発行年は，検定修正後の 発

行年を示 して い る．45点の 内 25点を国立教育政策研

究所図書館 （資料番号 2 ・4 ・5 ・7 ・ユ1 ・12・17・18・

19・20・21　・25　・26　・27・28 ・30・33・35 ・36 ・37・

38 ・39 ・41 ・42 ・44），14点を東書文庫 （資料番号 1t

3 ・6 ・8 ・9 ・10 ・14 ・15・16・22 ・23 ・24 ・29 ・45＞，

4 点を東京家政学院大図書館大江文庫 （資料番号 13・

31 ・40 ・43），1点 を大阪市立大学図書館 （資 料番号

34）の 蔵書 ， お よ び 1 点は
．
占書店か ら入手 し た原本

（資料番号 32）を 利用 した ．

　対象 と した 文 部省著作教科書 10 点は表 2 の とお り

で ある．対象教科書はす べ て 大 空社 による復刻版 を用

い た，

　い ずれ も，食事場 面 で の 家族団 らん に 関す る記 述を

抽出 し，記述 に お け る特徴的内容を析出，分析 した．

　 4．結　 　果

　（1） 大正か ら昭和 18年発行 の 高等女学校家事科検

　　　定教科書

　対象と した教科書 の 多 くは，上巻 に は 総論 と住 生 活 ，

衣生活，食生活，下 巻に は養老 ，育児，看護 と家庭経

済 ， 家庭管理 とい っ た構成 で あ り，明治 44 年の 「高

等女学校及実家 高等女学校教授要目」の 「家内ノ 整理

家事衛生　飲食物 ノ調理　育児　養老及看病　家事経

済　家計簿記」 に準拠 して い る （文部省教 育調査部

1941）．食事場面 で の 家族 団 らん に関する 記述 は ，住

生活領域 と食生活領域か ら抽出 された．総論や家族 ・

家庭経営領域お い て は ，「
一

家団 らん 」 の 奨励は み ら

れ る もの の，食事 と結びつ けて 述 べ られた もの は抽出

され なか っ た，

　抽出 さ れ た 記 述 は ，食卓で の 家族 団 らん を行 う要件

に関する内容 と，食卓で の 団 らん の機能に 関する内容

の 2種 となる．食事場面 で の家族団 ら ん に 関する 記述

は，住生活領域 の 住宅各室の 設備な ど に つ い て 説明す

る項目の なか の ，食事室 （食堂 ・茶 の 間 ・居 間） の 説

明の 部分 よ り多 く抽出され て い る．こ の なかか ら，食

卓で の 家族団 ら ん の 要件 として   食事室 の 条件 に加

え て，  食卓の 奨励，  食堂と居 間との 兼用，機能

面 で は ，  子 ど もの 教育 に つ い て 述べ る特徴的記述

内容を析出 した．

　また，食 生活領域 では．「食卓で の 家族団欒」 に関

する記述 は，食事 の 意義，献立，ある い は食事全般 の

注意点を述べ た項 目か ら見出さ れ た．こ の なかから，

要件 と し て ，  家族 の 団らん の ため に嗜好 を満足 さ

せ る 献 立 を 考慮すべ き，  1 日 3 回 の食事の うち 1回

は家族 揃 っ て 団 らんすべ き，  食事時刻を一定にす

る こ とが，家 の 規律と と もに，家族の 団 らん に と っ て

利益 を もた らす，  主婦 の 心尽 くしが重要 ， 機 能面

で は，  食事の 精神的機能に言及，  家族 揃 っ た食

事 に お い て子 ど もの 教育 を行 うべ き，  家族揃 っ た

楽 しい 食事 は消化 を助け る とい っ た 7 つ の特徴的記述

内容 を析 出 した，

　以 ド，その 詳細 に つ い て 述 べ る．

　 1） 住生活領域 における記述内容

　多 くの 教科書 に ，「茶 の 間は
一
家 団欒 して 楽 しく食

事 し談話する室なれ ば，通気 ・採光共に充分に して庭

前に向ひ晴れ や かなる所たる べ し．備品として茶箪笥 ・

長火鉢そ の 他飯台を設け置き，家族相共に して 之を擁

して 食事し ， 食 を茶菓を取る こ ととせ ば，簡便に して

又慰安 の 方法 となるべ し．（資料番号 10 ：上巻 ・第二

編住居 ・第 二 章室内 の 設備 と装飾 ・・一，諸室 ・ （4）

茶の 間 （食堂），p．42，大正 5 ・1916年）」 と い っ た

記述が見出された．

　 こ れ に加えて ，銘々膳に か わ っ て食卓を奨励する記

述 内容が多か っ た ．「と くに食堂 とい ふ 程の こ とは な

くと も，従来の 茶の 間 に卓をお き椅子を備ふ る か，或

は飯台 の 適 当な る もの を お き ， 家族彼 を 囲 み て食事を

な さば，団欒 の 楽 を得べ く，又
一

人 つ つ 配膳す る の 労

を省 き得て便利な る べ し，（資料番号 4 ：上 巻 ・第 二

編住宅の 整頓 ・第二 章室内の 設備 ・食堂，p，57，大

正 2 ・1913年）」 とい っ た記述が複数み られた．多 く

は
， 家族 の 団 ら ん と ともに ，食事に か か る労働の 合 理

化 と結 び つ け て 述 べ ら れ て い た ．

　 また，食堂 と居 間 と の 兼用 を奨励する 記述内容の例
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表 1．対象高等女学校家事科検定教科書

資料番号 書名 著者 発行年 発行者

123456789012345678901234567890
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ユ
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家事新教科書

女学校用家事教科書

新撰家事教本

新定教科家事教本

最新家事教科書

実地応用家事教科書

実用家事教科書

新 定家 事教科書

新撰家事教科書

最新家事教科書

家事新教科書

大正 家事教科書

応用家事教科書

新定家事教科書

近世家事教科書

新定家事教科 書

家事教科書

現代家事教科書

現代家事教科書

最新家事教科書

総合家事教科書

実際的家事教科書

現代 家事

家事新 編

新編 家事教 科 書

新編家事教科書

最新家事

新時代 家 事教 本

現 代家事教本

昭和家事教本

標準家事新教科書

綱要家事教科書

中等教育家事新教科書

統合家事教科書

昭和家事教科書

中等教 育家事教 本

実用 家事

実践 家 事新教 本

簡明 中等家事

新式家事教 本

新撰家事教科書

新 日本家事教科書

聖代家事教本

実践家事提要

家事
一

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊
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冊

冊
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竹島茂郎

塚本 は ま

吉村千鶴

佐 々 木君代

吉村千 鶴

美島近
一
郎

吉村千鶴

小谷野千代

溝 口鹿次郎
・
土岐安

石沢吉麿

開成館編集所

大江 ス ミ

甫守ふ み

後閑菊野 ・佐方鎮

戸 野 み ち え

家 庭 経 済 研 究 会

東京開成館編集所

井上 秀子

大 日本 図書株式会社

家事科資料研究会

河 口愛子

甫守ふ み

西野み よ し

近 藤耕蔵

竹島茂郎

倉橋 惣 三 他

越 智 キ ヨ

甲斐久 子

家事教授研究会

宝文館編集所

日本家政学会

奈良女子高等師範学校佐保会

市川源三

三 省堂編集所

東京開成館編集所

甫守 ふ み

西 田博太郎他

井 上 秀 子

家事科学研究会

倉橋惣三 他

山崎犀 三 ・有本邦太郎

越智 キ ヨ

山崎犀 三他

中等学校教科書株式会社
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大葉久吉

渡辺滋

金 港堂書籍株式会社

西 野虎吉

大 日 本図書株式会社

西 野虎吉

株式会社啓成社

西 野 虎吉

松 邑 孫吉

直井潔

石 井清

西野 虎吉

大葉久吉

岩田僊太郎

河 出静
一
郎 ・目黒 甚七

大葉久吉

外松荒三

株式会杜東京開成館

合資会社文光社

大 日本図書株式会社

株式会社文献書院

河 口愛子

岩 田僊 太郎

合資会社文光社

ヒ原 才
一

郎

目黒甚七

合資会社冨 山房

星野敬
一

星野敬
一

合資会社文光社

大葉久吉

大 日本図書株式会社

加島幸

株式会社 弘道館

株式会社三省堂

株 式 会 社 東京開成 館

岩田 僊 太 郎

株式会社東京開成館

合資会社文光社

株式会社東京開成館

合資会社冨山房

林澄

星 野敬
一

林 澄

中等学校教科書株式会社
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表 2．対 象文部省著作教科書

資料
　　　 対象学校
番号

教科書名
　 　 　 　 　 時 代
発行年
　 　 　 　 　 区分

46　 高等小学校

47　 高等小学校

48　 国民 学 校

49　 国民学校

高等小学理 科家事教科書

第 1 学年児童用

第 2 学年児童用

第 3 学年児童用

高等小学家事教科書

第 1学年児童用

第 2学年児童用

第 3学年児童用

高 等科 家事 （上 ）

高等科家事 （第 1 ・2 ・3 学年用）

ユ914 （T3 ）

1915　（T4 ）

1917　（T6 ）

1933　（S8）

1934　（S9 ）

1936　（S11＞
1944　（Sl9 ）

1946　（S21 ）

A

A

BC

50　 高 等 女 学 校

51　 高等女学校

52　 高等女 学校

53　 高等女学校

中等科 家 事
一

中等家事
一t一中等家事二

家事
一・家事 二 （前 ・後〉

家政

1943　（S18 ）

1944　（Sl9）

1946　（S21 ）

1946　（S21）

BBCC

54　 青年学校　　青年家庭巻
一・二 ・三 （本科用）　 1944 （S　19）

55　 青年学校　　青年家庭巻
一・

二
・三 （本科用）　 1946（S21）

BC

A ：大正 か ら昭 和戦時期以前，B ：戦時期，　 C ：暫定教科書．

を次 にあげ る ．「従来居間 とい ふ 語は ，又お居間な ど

と呼 ん で ，主人 の 日常 起居す る室を指し，家族 たちの

室を こ れ に対 して 部屋 と い つ た の が，こ こ に い ふ 居間

は，英語の リヴ ィ ン グ ル
ーム （living　 room ） と同 じ

意味に，家族の 日常集つ て 生活する室を意味する の で

ある ，即ち従来の茶の 間に当 り，昔風 の 農家 で い へ ば ，

台所 の 炉を中心 と した部分が こ れ に 当る．居間 は 家族

の 集 つ て 生活 し，食事を共にする室で，時に は親しい

来訪者 の 応接 に も用 ひ られ，裁縫や洗濯物の ア イロ ン

かけ などもこ の 室 で 行 は れ る の が
一
般で ある．（後略）

（資料番号 27 ：上巻 ・第
．．
篇 住居 ・第十 三章主要各室 ・

居間 （茶の 間），pp．55−57，昭和 3 ・1928年）」

　 さ ら に，食堂，あ る い は食事の 場 に おける子 ど もの

教育につ い て の記述内容が み られた．以下に
一

例を示

す．「子供の 居 間を設けざ る ときは，こ こ に 偉人 ・賢

婦等 の 肖像 を 時 々 取 りか へ て こ れ を掲げ，食事中若 し

くは食事後こ れ に関す る伝記
・逸話等を話 し聞か しめ

て ，自然に教訓 を与へ ，若 しくは博聞図等を掲げて地

理 ・理科等の 知識を与ふ る や う にせ ば一
層宜 し か る べ

し．（資料番号 16 ：上巻 ・第 章 住居 ・第三 諸室 の 配

置設備及び装飾 ・二 諸室 の 設備及 び装飾 ，pp．14−15，

大正 9 ・1920年）」

　2） 食生活領域に おけ る記述 内容

　献立作 成時 の 注意点を述べ た 項目で は，栄養だけで

な く，嗜好の 満足 や
一

家団 らん に つ い て も考慮に 入 れ

る べ き こ とが次の ように表現 され て い る．「殊 に食物

を味 ふ は
一

種の快楽に し て，単に 栄養を 目的 とす る の

み に あらず．晩餐の如 きは，家族団欒 して ，相親睦す

べ き好機会なれ ば，栄養上 に害な き限 りは，其の嗜好

を満足 せ しめ て ，（後略〉（資料番号 3 ：前篇
・第三 章

飲食物 ・調理 ・第五節献立 ・四 ， 嗜好 に適せ しむべ し，

pp．170−171，大正 2 ・1913年）」

　食事全般の注意点を述 べ た項 目で は
， 「又 ，

三 度 の

食事中 1 回 を主饌 とし，他 は簡単なる献立 をする をよ

し とす．こ の 時は，必ず家族皆相集まりて愉快に飲食 ・

談話 し，
た とへ ば晩餐を主饌 とすれ ば，朝及び昼 は簡

略 にするが如 し．（資料番号 15 ：上巻 ・第二章食物 ・

第十 食事 の 心得，pp，66−67，大正 9 ・1920 年〉」 の よ

うに， 1 日 1回は必 ず家族全 員で団 らん しなが ら食事

をとる こ とを推奨する記述がみ られた．

　 また ，「食事 の 心得」 に は ，以 下 の よ うな食事時刻

を
一

定にする こ との利点 と家族の 団らん を結びつ けた

記述が 多か っ た，「
一

，食事時刻を
一

定に すべ し．一

定 の 時刻 に一家族が 同時に食事する こ とは，（
一

）衛

生上大切 な る の みな らず，（二 ）一・家 の 団欒を助 くる
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上 よ り考 ふ る も ， （三）
一

家 の 秩序を保 つ 上 よ り考ふ

る も亦極 め て 大切 な り．（資料番号 11 ：上巻 ・第 4 章

食物 ・第 8 節献立 ・四 食事の 心得，pp．165−167，大

正 6 ・1917年）」

　「食事 の 意義」に つ い て 述 べ る 項 目 に お い て は，「殊

に，食物は 生命を維持す る 上 に直接 の 関係 を有す るば

か りで は な く，精神 に慰安を与 へ ，食事 を共にす る こ

と に よ つ て 自他 の 精神の 融合 を促進す る こ とも大で あ

る．（資料番号 30 ：上 巻 ・第三篇食物 ・第
一

章食物の

使命 ・人生 と食物，p．109，昭和 5 ・1930年）」 の よ

うに，食事 の 精神的機能に 言及 し て い る，

　 こ の ほ か に，住生活領域 と同様 に 子 ど もの 教育に言

及 し た もの が あ っ た ．「現 に家族は終 日の 奮 闘 を卒 へ

て
， 主婦 の 心 を 用 ひ た る晩食 を味ふ と共に団欒の 楽み

を取 り，知 らず識 ら図の 間に愛家の 情を養はれ，小児

は作法習熟 の 基 を作 る を得べ し．食事 の 前に は小児に

手を洗は し む る習慣を与ふ べ く，食事 の 際 に は 趣味あ

る談話を交換すべ し．（資料番号 14 ：上 の 巻 ・第四章

食物 ・第
一

食物 の 必 要 ・快楽の 原 ，p．82，大正 8 ・

1919年）」 こ こ に は 「主婦 の 心」 とい うジ ェ ン ダー的

表現 もみ られ，特徴的内容 の 1 つ として抽出 した，主

人が外食す る の は主人だけで な く主婦の責任 も軽 くな

い とい っ た内容 （資料番号 1） もジ ェ ン ダー的表現 の

1 つ で ある ．また，登場頻度は低い が ，
一

家団 ら ん し

なが ら食事 を と る と消化に よい とい っ た表現 もみ られ

た，

　（2） 文部省著作家事科教科書

　文部省著作家事科教科書に つ い て は，以下，対象教

科書 ご とに 記述内容の概要を示す．

　 1）　小学校 ・
国民 学校向け文部省著作教科書

　大正 3 年か ら発行 の 理科家事教科書に は 総論 が な く，

全体的に食の 比率が高 い （資料番号 46）．昭和 8 年か

ら発行 の 小学校家事教科書 に は 「女子 と家事」と い う

総論 が加 わ り，家庭管理 は
一

国の 盛衰に関わ る とい っ

た軍事色が加わ る．そ の
一

方 で ，カ レ
ー

ラ イ ス ，フ ラ

イ，サ ン ドイ ッ チ等の洋食が調理 内容に加わ り，大正

デ モ ク ラ シ ーの影響が伺われ る （資料番号 47）．こ れ

ら 2 点に は
， 「

一
家団 ら ん 」 と 「食事の 共有」，い ずれ

の 記述 も抽出 されなか っ た，

　昭和 19 年発行 の 国民学校向け教科書 は ，それ ま で

学年 ご と に 分冊 だ っ た の もの が，　
・
冊 に な り，昭和 8

年から発行 された もの と比較する と大幅な内容の減少

が み られ る．と くに食領域は調理 各論が姿 を消 し，戦

時下 で 食糧不足だ っ た当時の 食事情を反映して い る と

考え られ る ．「日常生活の 向上 」 と題 された章に，次

の よ うな文章が み られ る ．「世 に 最 もうる は しく最 も

幸福な もの は
，

一
家 の 団欒で あ ります．一

日 の心身の

疲れ もこ れに よつ て い やされ，明日の活動力も こ れ に

よ つ て 養 はれ，さら に元気を新た に して，お 国 の た め

に働 くこ とが で きます，一
家団欒とい っ て も，た だ家

族が よ り集まつ て 楽 しむ こ とだけで は ありませ ん ．身

は 遠 く離れ て い て も心 は 通 つ て
， 喜憂 を と もに し ， 苦

楽を分けあひ ，心をそろへ て，め い め い その 職分を楽

しみ つ つ 暮ら しあ ふ と こ ろ に も，また
一
家の 団欒があ

ります．間　遠 く離れた家族の もの に，蔭膳を供へ る

の は，どうい ふ 意味で せ うか．（資料番号 48 ：十
一
，

日 常生活 の 向上，p．137，昭和 19・1944年）」離れ て

い て も心 を通 じ合い 団 らん を行うこ と を述べ るな ど，

家族が 戦場に赴 く当時の 様子 が伺 われ る，「蔭膳」と

い う言葉か ら，食事 の 場で の 団 らん が前提となっ て い

ると考えられる．

　昭和 21 年発行 の暫定教科書は，第
一
学年用 ・第二

学年用に 分か れ，19年発行の 教科書 と比較すると内

容が増加 し て い る．調理各論が 復活して い る が，当時

の 食事情 を反映 した もの で あ り，蒸 しパ ン等 の 献立 の

ほ か に
， 非常時 の 食料 ， 炊き出 しに つ い て の項がみ ら

れ る．「食卓 で の 家族 団 らん」 につ い て は，昭和 19年
の 教科書 に もみ られた 「日常生活の 向上 」の 中 の 記述

に加え て ，第二 学年用 の 主婦の 任務 の章で も，そ の 重

要性が述 べ られ て い る．「主婦が 斉家の 実を挙げる に

は ，家庭生 活の 安定充実を は か っ て
， 家族 の 保健 を全

うし，
一

家団欒，挙げて毎日の 勤労と奉仕 に きほひた

つ 活動力を養は なけれ ば な りませ ん ，家族の保健は，

衣 ・食 ・住 の 日常生活の 適否に よる こ とが多 く，…家

の 団欒 は 食事を中心 とする場合が多 い もの です．わ け

て も調理 に於ける 主婦の 頭脳 と技量は大きな働 きを す

る の で あ ります．（資料番号 49 ：第二 学年用 ・第四主

婦の任務，p．66，昭和 21 ・1946年）」 とある，

　2） 高等女学校向け文部省著作教科書

　昭和 18年，昭和 19年 に 発行 された戦時期の教科書

をみる と，昭和 18年は 「食事の 意義」，昭和 19年は

「食事の 目的」の 項に，同様に 栄養 をとる こ との ほか

に
一

家揃 っ て 楽 しく食事をする精神面 の 重要性が強調

され て い る ．以下 に
一
例 を示す，「食事に よ つ て 健康

を保つ こ とは ，個人 として も必要 で あるが，そ の 結果

は 国 の活力 に 関係する．国の ため により多 く働 き，国

の 子 を よ り強 く育て るため に も，食事に は大切な使命

がある．殊に ，今 目の わが国の や うに 旺盛な活動 と偉

10 （ユ0 ）
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大1．・昭 和前期の 家事科教科書 に お ける 「食卓で の 家族 団 らん」

大 な発展 と を つ づ けて い くた め に は，特 に 重 要で あ る。

こ の 点 で 食事 にはまた国家的な意義が ある ，そ の 上 ，

食事は人生 の 大 きな感謝であ り，慰安で もある ，わ れ

わ れ 日本人 の 米に対する態度は い ふ まで もな い が
， 米

だ け で な く，どん な食物で も天地 の 恵 として い た だ い

て い る ，また，
一
家そ ろ つ て 心 づ くしの 食事をい ただ

くときの楽 しさは い ふ まで もな い ，こ の や うな点か ら，

食事は体の 糧で ある と同時 に，我 わ れ の心の 糧ともな

つ て い る．随つ て ，食事に はまた 精神的な意義が ある

の で ある．〔資料番号 50 ：六食事 と手伝 ・（
一）食事

の 意義，p．51，昭和 18・1943年）亅

　また ，それ 以外 に，昭和 18年に は 「家庭 の 和」，昭

和 19年に は 「
一
家団欒」 と い う章が 設 け ら れ て お り，

家庭 の 和の 重要性 が指摘され て い る．昭和 19 年で は

とくに，食事の 場に 限定す る もの で は な い が ，　 家 団

ら ん が 家族の和 を深め る の に 重要な手段 で ある こ とが

説かれ て い る　（資料番号 51）．

　暫定教科書につ い て は，「家事
一 ・二 （資料番号 52）』

は，国家主義的記述が除 か れ て い る が ，「食事 の 目的」

と 「
一
家団欒」 は，昭和 19 年発行教科書 （資料番号

51）とま っ た く同 じ記 述がみ られた．ま た ，「家政』

に お い て は ，「子女の家庭教育」の 項 に，「家 は また，

和合 ・団欒 の 生活で あります，（中略）食事 に して も，

　・
家 の もの が親 しみ なが ら取る もの は 層 身に 付 きま

す．（資料番号 53 ：『家政』・第一家政 の 本義 ・二 家政

の 領域，p．2，昭和 21 ・1946年）」 との 記述が み られ

た．

　 3）　青年学校向け文部省著作教科 書

　 青年学校 の 家事科教科書は ，全体的に戦時色が濃 く，

戦 時下 の 実生活 に 即 した 内容で あ る，「食事」の 節 で

は，当時の 食生活 を 伺 わ せ る こ と ばをま じ え て ，以 下

の ように，精神面 の 意義が 強調され て い る ，「祭祀に

と もな ふ 食事や 親戚 ・知友の 会食 の 時は もとよ り，毎

日の 家庭 の 食事は
・
家団欒の よい 機会で あ ります か ら，

た と ひ美味 に乏 し くとも，互 い に 心 を
一

つ に して 感謝

と和楽の 気分 を豊 か に すべ きで ，不作法な食事をして

相手の 人 を不愉快に した りす る こ とは ，忙 しけれ ば忙

し い ほ どつ つ しまなけれ ば な りませ ん ．出征中の家族

の
一

員 に も蔭膳を供へ る わが国の ならは しは
， 何 とい

ふ ゆ か しい 家庭食事の 心がけ で あ りませ う．（資料番号

54 ：巻
一 ・第三 章勤労 と食物 ・第二節食事 ，pp ．55−

56，昭和 19・1944年）」

　 暫定教科書 は ，総論 の 冖次 の み が 「大東亜 戦争 と女

子の 任務 1か ら 「新 生 日本 と女子 の 任務」 と書き換 え

られ，そ の 章 の 部分 14 ペ ージ まで が削除され て ，落

丁 と な っ て い る．「食事」 の 節 は 昭和 19年発行の 教科

書と同じ文面で ，「出征 中の 家族」が 「旅行中 の 家族」

に書 き換え られ て い た （資 料番号 55），

　5，まとめと考察

　（1） 高等 女学校家事科検定教 科書 に み る 「食卓で の

　　　家族 団らん」の 傾向

　前述 の住居領域 4 項 目，食物領域 7 項 目の 特徴的内

容を分析視点 として，各教科書 の 結果 をま と め た もの

が 表 3 で ある 、39 点の教科書か ら 「食卓で の 家族 団

らん」に 関する 記述が 抽出さ れ て い る．記述が なか っ

た もの は 6点 で あ る が ，昭和 に 入 っ て か ら の 教科書に

多 い ．食事室 の 説 明にお い て 「食卓 で の 家族団 ら ん」

の 重要性を説 く記述が 35件あり，もっ とも多か っ た．

こ れらの記述は，明治期の家事科教科書には多くはみ

ら れ なか っ た が ，家事科教授要 目が改訂された こ とに

よ り， 増加 した と 考え ら れ る ，高等女学校 の 家 事科教

授 要 目の 住生活領域 は T 明治 36 年，「住居」 ［選択

土地 ，家屋 　方向，採光，暖房，換気，室房ノ配置，

装飾，門塀，庭園，井 　掃除，保存 ， 家具 ， 什 器」 と

ある．し か し，明治 43 年の 高等女 学校令施行規則 中

改正 に伴 い ，明 治 44 年 の 教授 要 目で は，「家内 の 整理」

「住居 の 修理
・保存　掃除　室内 ノ 設備　衣服什器 ノ

選択 ・保存及整頓　装飾　戸締　火ノ用心等」 とされ

た （文部省教育調査部 1941）．した が っ て
， 多くの 教

科書に 室内 ノ 設備 ・装飾 として ，各部屋 の 説明が詳述

さ れ る ように な っ た もの と考えられ る．

　次い で ，多 く抽出さ れたの は，個人 の 膳 に かえ て ，

家族が食卓を囲む こ とを奨励する記述で ある，対象 と

した 家事科教科書に は 「チ ャ ブ台」 とい う言葉は見出

されず ，「飯台」「卓」「食卓」が使 わ れ て い る．「と く

に食堂 とい ふ 程 の こ とはな くと も，従来 の 茶 の 間 に卓

を お き椅子 を備ふ る か，或は飯台をお き，家族彼 を囲

み て 食事 をなさ ば，団欒の 楽を得べ く，又
一

人 つ つ 配

膳する の 労を省 き便利なれば，こ の風大 い に行はるる

に 至 れ り．（資料 番号 6 ：上 巻
・第二 篇住居の 整 理 ・

第 二章室内 の 設備及 び 装飾 ・一各室の 設備 と装飾 ・食

堂 ，pp．31
−32，大 正 4 ・1915年）」 な ど の 記述 か ら，

大正初期 の こ の 時期 に銘 々 膳か らチ ャ ブ台へ の 移行 が

行わ れ て い た こ とが伺われ る ．

　 ま た
， 家事労働 の 合理 化 と結びつ い た食卓の 奨励 は，

明治 22 （1889）年 に 既 に家事科教科書に見出さ れ て

い るが （表 2001）そ の 後，高等女学校家事科検定教

（11） ll
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表 3．高等女学校家事科検定教科書に み る 「食卓で の 家族団らん 」に 関す る記述

資料　 　 　　 　 　 記述
　　　発行年
番号　 　 　　 　 　 な し

住 生活 食生 活

食事室　食 卓　居 間 と　子 ど も　 嗜好　　1 回は　時刻　主婦心　精神的　子ども　消化の

条件 　　奨励　兼用　　教育 　　 重視　　団らん　
一
定　尽くし　機能　　教育　　助け
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大 正 ・昭和 前 期 の 家 事科 教 科 書 にお け る 「食卓 で の 家族団 らん 」

科書 におい て は ，明治 42 年発行の甫守ふ み著 『実用

家事教科書』に み られ る の み で あ る （表 1998）．大正

に 入 っ て ，食卓が生活の 中に 徐 々 に 浸透 し
， 人 々 の 知

る とこ ろ とな っ た こ とが推察で きる．

　昭和 に入 る と，食卓の奨励は影を潜め ，既 に 食卓の

普及 が前提 と な っ て い る ．食堂の 設備 と し て ，「食卓

（資料番号 30 ：p20 ，昭和 5 ・1930年な ど）」ある い

は 「食卓を中心 と して 小 椅子 （資料番号 28 ：p，62，

昭和 3 ・1928年）」があげ られるようになる．さらに，

椅子式の推奨 （資料番号 33：p．110，昭和 6・1931年）

も現れ る．「（前略）（二 ）近来，洋風 の 椅子式に改 め

る 風 が ある が ，その 場合に は，充分広 さを用意 して，

食事の 場所 と分離 し，休養 に適する気持 の よい 椅子や ，

テ
ー

ブル を備 へ ，壁 の 色や，敷物に就 い て も，家族の

慰安 に適す るや うに，工夫 しなけれ ばな ら な い ．（資

料番号 38 ：上巻 ・第一
篇住宅 ・第四 章住宅 の 設計 ・

第九節各室 ・四茶の 間，pp．21−22，昭和 10・1935年）」

か らもわか る ように，
一
部の家庭 とは思われるが，椅

子式テ ーブ ル の 普及 を示す言説 も登場 し，挿絵 もみ ら

れ る （資料番号 40 ：上 巻．p．22，昭和 12・1937年な

ど）．

　食生活領域 の なか で 多く抽 出され た の は
， 毎 日の 食

事 3 回の うち 1 回を主饌 として 家族揃 っ て楽しく食事

をする こ とを奨励す る 記述，および食事時刻 の
一

定化

を喚起する記述で ある．前者は 明治期か ら多 くみ られ

た 内容で ある．後者の 「家の秩序」 ととも に述 べ られ

て い た食事時刻 の
一

定化は，大正 期の家事科教科書に

お い て ， 規律 目的で時間 の 管理方法を教える記述が多

く抽出され た研 究 と一
致す る （佐藤 2004）．

　 こ の ように，
一
定 の 時刻に家族揃 っ て 同時 に 食事を

する こ との 奨励が複数なされて い た背景に は
， 現 実に

は，時間と場所を含め て ，家族ば らば らに食事がな さ

れ る家庭が多 くあ っ た こ とを物語 っ て お り，次の 記述

か らもそれを推察す る こ と が で きる．「家風に よ りて

は今なほ 主 人 ・主婦及 び老人な どは各 々 そ の 居室に於

て ，別 々 に食事す る家 もあれ ど，多 くは 家族団欒 し
一

の食堂 に会 して食事を共 にする風 都鄙 ともに行は る

る が如 し．誠 に よき風潮 とい ふ べ し．（資料 番号 3 ：

前篇 ・第
一

章室内の 整理 ・第五 節装飾 ・三食堂 （茶 の

間），pp．58−59，大正 2 ・1913年）」

　 1919 （大正 8）年 の 文部省に よ る 「国民生活に関す

る三訓令」を端緒 とし，大正末に か けて文部省が 社会

教育 の
一

環 と して 主導 した 生活改善運動は ，家事科教

育に も影響 を及ぼ して い る．文部省の 外郭団体で あ る

「生 活改善同盟会」の調査決定事項を付録 と し て掲載

する教科書 （資料番号 40，昭和 12・1937年） もみ ら

れ た ．居 間 と茶 の 間 を兼用 ，
3 回 の 食事の 1 回 に 重点

をお い てそ の 他 は 簡素 に，時刻 を
一定にするな ど の 家

庭生活 の 規律 や 合理化 と食卓 で の 団 らん を結 び つ けた

記述は，大正 の 初めか ら昭和 3 年 こ ろ まで に発行され

た教科書か ら多く抽出 され て い る ．明治期の婦人雑誌，

総合雑誌に お け る 「食卓で の 家族団 ら ん」に 関する研

究で は，雑誌，お よ び教科書におけ る記述 内容に関連

が み ら れ た （表 2006）．羽仁 もと子 は ，明治 41 年創

刊 の 『婦人 の 友』 の な か で
， 主婦 主導に よ る 生 活管理

と家庭 の 団らん，家事の 合理化 ， 科 学的な育児を くり

返 し説い た こ とが知 られ て い る （西 川 1990）．こ の よ

うな雑誌記事が，大正 8 年の 文部省訓令以前の教科書

の記述内容 に影響 を及 ぼ して い た こ とが考え られ る．

　個人 の 膳 を用い て 家族ば らば らに 食事 を し，「食卓

で の 家族団 らん」 が人 々 の 生活 と は かけ離 れ た 明治期

には，家事科教科書 にお ける教 育は，民主 的家族実現

の ため，あ るい は 国力増強 の た め の 家 制度 の 強化 と 目

的の違 い はあ る もの の，「家族和楽」 の ため の 「食卓

で の 家族団らん」普及が ねらい で あ っ た．大正期に は，

膳 とチ ャ ブ 台の 交替，食事室の 整備な ど，物理 的要件

が整 い つ つ あ っ た た め に ，「食卓で の 家族団 らん」の

た め の 要件，あ る い は機能の 内容が，よ り具体的 に描

か れ た もの と考え ら れ る ．前述 の よ うに ，チ ャ ブ台へ

の 切 り替えは，都市部で は大正末年 ，農村部 で は昭和

9年ご ろ が ピー
ク とされ る．昭和 4 年を過 ぎた こ ろ に，

具体的要件，機能に関する内容が抽出されな くな っ た

の は ，現実に は依然食事中の会話を禁止する家庭は多

か っ た もの の （石井等 1991；井 上 1999；熊倉 1999），

チ ャ ブ 台の 普及，食事は 家族揃 っ て楽し く行 うべ きと

い う意識 の 普及 も進ん で ，具体的要件や機能につ い て

詳述する必要度が減少 したた め で はない だ ろ うか．石

毛等の 聞き取 り調査 に よ る と，チ ャ ブ台を用い て い た

家庭で は，食事中話 して もよか っ たケ
ー

ス は 「静か に

な ら よ い 」 を含め る と半数あり，「会話を厳禁」する

家庭を上回っ て い た （石毛等 1991）．チ ャ ブ台の 普及

は都市部で先行 し，都市部の 新中間層の 妻は ，高等女

学校出身 の 者 が多か っ た．明治期 か ら大正期、昭和前

期 の 高等女学校家事科検定教科書 にお け る 記述内容 と，

チ ャ ブ台普及との 連動を考え合 わせ る と，高等女学校

に お ける教育が 「食卓で の 家族団 らん」の 実現 に少な

か らず影響 を及ぼ し て い た こ とを推察する こ とが で き

る ．

（13＞ 13

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vol．58　 No ．1 （2007）

　  　文部省著作家事科教科書に み る 「食卓で の 家族

　　　団らん」の傾向

　文部省著作家事科教科書で は，高等女学校家事科検

定教科書 にみ られる よ うな住居 におけ る各室 の 説明が

な く，住生活領 域か らの 「食卓 で の 家族 団 らん 」 に関

す る 記述 は ま っ た く抽出 され なか っ た ．記述 が 抽出さ

れた の は，主 に 食生活領域 ，および家庭管理領域 で あ

る ．記述 か ら析出 された特徴的内容は，以下 の とお り

で あ る．  食事の 精神的意義，  団 ら ん し な が ら の

食事 は身に つ く （栄養的意義），  食事に感謝の 気持

が 重要，  蔭膳 を供 え る ，  主婦 の 技量 の 重要性

（表 4）．

　高等女学校向け教科書 には，食事の 精神的意義が強

調さ れ る と同時に，感謝 の 気持 を持 つ こ との 重要性が

語 られ て い た，また，青年学校向け教科書に は ，「た

とひ美味に乏 し くとも」 とい っ た言葉が み られ る な ど，

当時 の 食糧事情 を 反映 して 栄養面の 重要性 の 主 張 が 難

しく， そ の 反動 で 精神面が よ り指摘 され た こ とが 考え

られ る．国民学校向け教科書 で は 「一家団 らん 」 が と

くに奨励 され，「身は離れ て い て も心 は通 つ て」，「蔭

膳」を供えて食事を共にする とい っ た特殊な状況下 で

の 「食卓で の 家族団 らん」が 描か れ て い た．

　（3） 家事科教科書に お け る 「食卓で の家族団 ら ん」

　　　に 関する 記述 と時代背景

　本研究で は，大正 2 （1913）年か ら 昭和 21 （1946）

年 まで の 34年 間の 教科書 を対象 として い る．こ の 34

年間は，大正 デ モ クラ シ
ー

の 時代 から昭和 6 （1931）

年 の 満州事変 に端 を発す る 戦時体制 ，太平洋戦争，お

よび戦争終結時まで ，きわめ て変化の激 しい 時代で あっ

た．各時代背景 と教科書記述 の 特徴 と の 関連 に つ い て

以 下 に ま とめた い ，

　 日本に おける 「食卓で の 家族団らん」イデ オ ロ ギ ー

は
，

キ リス ト教 主義 に基づ く近代 的家庭論か ら生 まれ ，

そ の 後，家規範の 教科 に利用 され た こ とが明 らか にな っ

て い る （表 2006）．大正 期 の 記述 か ら は ，家族の 精神

的結 びつ きに 関す る内容 は析出 され て い ない こ とか ら

も，大正 デ モ ク ラ シ
ー

と呼ばれ る民主 主義思想 の影響

を直接受け て ，家族の 団 ら ん が 強調 さ れ た とは言 い が

た い ．工 業化，お よ び大正 3 （1914）年か ら の 第
一

次

世界大戦勃発後 の 好景気に影響さ れ た都市へ の 人口流

入 に よ り生 まれ た核家族を中心 に広 ま っ た
， 生活 の 合

理化 ・科学化 の 家政思想 との 関連が色 濃い ．

　大正 6 （1931）年 か ら太平洋戦争勃発 まで の 戦時体

制下 は，教科書全体をみ る と年次経過 とともに図表や

挿絵 も増 え，記述内容 も科学的に な る．「食卓で の家

族 団 ら ん 」 に 関 し て は．食事室 の 条件 は
一
貫 して み ら

れるが ， 食卓 で の 家族団 らん の ため の 具体的要件，具

体的機能 を述 べ た 記述 は，多く抽出 されな くな る．か

わ っ て，食事 の 精神的意義や ，主婦の 心尽 くしの 重要

性 を述 べ た，精神面 を強調 した記述が比較的目立 ち，

戦時下 の 影響 を感 じ さ せ る．

　 昭和 16 （ユ941）年に は じ ま る太平洋戦 争下 に は ．

食事 と国力とを直接結び つ ける ，以下 の よ うな文言 が

あらわ れ る．「食事 に よ つ て 健康を保 つ こ とは ，個人

として も必要 で あるが，その 結果 は，国 の 活力 に関係

す る．（資料番 号 45 ：六食事 と手伝 い ・（
一
）食事 の

意義，pp．50−51，昭 和 18 ・1943年〉」 また，戦局 が

悪 化する 昭和 19 （1944）年に は，食糧不足を精神面

表 4．文部省著作家事科教科書に み る 「食卓で の 家族団らん」

料

号

資

番
発行年

記述

な し　精神的意義

特徴的内容

栄養的意義　感謝　蔭膳　主婦

46　　1914　（T3 ）〜　　　　　⊂）

47　　1933　（S8 ）〜　　　　0

48　　1944　（S19）
49　　1946　（S21）

△

○

○

○

50　　1943　（S18 ）

51　　ユ944　（S19）
52　　1946　（S21）
53　　ユ946　（S21）

○

OOO

○

○

○

○

54　　1944　（S19）
55　　1946　（S2ユ）

○

○

○

○

14 （14）
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大 正 ・昭 和 前 期 の 家 事科 教 科 書 に お け る 「食卓 で の 家族 団 ら ん 」

で 補 う表現 や，「蔭膳 を供える」 と い う特殊な状況下

で の 団 らんが語 られ，戦争の 影響 を直接受け て い る こ

と は先述 した と お りで あ る ．太平洋戦争時は 家庭教育

が 「皇 国民練成体制」の 根 源 として 位 置づ け られ，国

家 に よ る 家庭教育へ の 強力な介入 ，統制 が 行われ た

（斉藤 1987），家事科教科書 もそ の 影響 を受けて い た

こ とが 推察で きる ，

　戦争終結時 の 暫定教科書 に お け る 記述 は，太平 洋戦

争下 と同 じ文面 が使用 され，国力増強 の ため の 家族団

らんは，戦後，民キ国家構築 の た め の 家族団 らん にす

り替え られ た こ とが伺え る，

　戦時体制下 に お ける 軍 事目的の 「食卓で の 家族団ら

ん」に 関する教育が，第 2 次世界大戦後の 占領期 を経

て ，どの ように新体制 にお け る教育につ なが っ て い く

の かを明 らかにする の が今後の 課題 で あ る．また ，今

回 の 調査 で は，食卓で の 家族団 ら ん 実現 の 物理 的要因

の うち，家族が揃 う時間的余裕に つ い て の 記述 は見出

さ れなか っ た．時間的余裕が食卓で の 家族団らん に及

ぼ し た影響を，産業構造の変化 との 関連 も考慮 に 入れ

な が ら，今後，教科書の 記述か ら明ら か に し た い ．
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